
健康寿命延伸にロボット 顎
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高齢者のケアは医療の知識も必要。 ’|青報技術と

看…術を融合させるため、研究は看讓雲芦科の先

生たちとチームを組んで進めている。現在開発中

のシステムでは、ロボットを使った口腔機能訓練

のほか、電子体温計やパルスオキシメーター、電

子血u王計などを近距離無線通信｢ブルートウース」

でつないで、酸素飽和度、体温、血圧、別爾白など

を測定し､医療機関に送信する機能などを備える。

ゲームやテレビ電話も内蔵。看護師や家族と連絡

が取れるため、高齢者の身体面のみならずメンタ

ル面のサポートも可能という。

高齢化率が世界で最も高い日本にとって、高齢

化問題は待ったなしの状況だが、海外はまだ危機

感が薄いと感じている｡人口統計から推言+すると、

10年後、20年後には海外も日本と同じ状況になる

のは明らかだ。しかし、海外では同様の研究はほ

とんどﾖ筐んでいないという｡ 「この研究は世界を

リードしている。10年後にｲ画丁ちが出る」。辺見

教授は研究を通じて「本県が抱える課題の解決に

貢献できれば」と期待を寄せる。

（左海力也）

高齢者ケアのシステム

メンタル而もサポート

鋤

少子吊高齢化の進展で65歳以上の高齢者が増え続

ける中、政府は労働力や社会保障制度の担い手を

石霞杲しようと、元気な言識者の就労に力を入れて

いる。高齢者が寝たきりや認知症にならずに生活

できる「健康寿旨司の延伸が、これから到来する

「70歳現役」社会の鍵を握る一方で、 1人暮らし

の高齢者の孤独死などさまざまな問題も鼠眞在化し

てきた。

岡高齢者がペットと同じように、ロボットと暮

らすことができれば､強い味方になる」。情報シ

ステム学部情報システム学夢科の辺見一男諺｡受は、

10年以上前から高齢者の健康寿命に着目。始めは

タブレット端末を使って､謹藤性肺炎を予防する
旨濯体操などのシステム開発に取り組んでいた
が、 「タブレットに指示されるよりも友達感覚の

ロボットの方が気持ちが和らぐ」と考え、ユニロ

ボット社製のコミュニケーションロボット(Un
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辺見一男教授

へんみ・かずお大阪市出身。立言首館
大学理工学研究奉卜修了、億義士（工学）。
長崎総合科学大学エ学部講師などを経
て、2004年に県立長崎シーボルト大学情

報メディア学科教授｡16年4月から垂惑哉。
趣味は碩主式テニス、旅行、スキューバダ
イビング。学生時代からバックパッカー
として49カ国を旅している。

=胤慶＝

hemmi
タイプライターテキスト
長崎新聞NR_2021年11月、No.043




